
	図表2-4-1	 令和5年度個別避難計画作成モデル事業について

都道府県による市町村支援のため、地域の実情に応じた様々な取組事例を収集、整理し、都道府県による市町村
支援を可能とするための知見やノウハウなどの基盤を整備し普及を図る。
・16団体採択

北海道、山形県、福島県、東京都、神奈川県、新潟県、長野県、愛知県、滋賀県、京都府、
大阪府、奈良県、徳島県、長崎県、鹿児島県、沖縄県

1.都道府県を対象とした加速化促進事業の実施

令和５年度個別避難計画作成モデル事業について

全国都道府県の担当者の出席を得て、先進事例等の紹介、各都道府県の作成状況、市町村の取組状況を共有し、
都道府県による市町村支援の促進を図る。（年度内４回開催）
・第１回 ６月６日実施 ・第２回 ８月25日実施 ・第３回 11月９日実施 ・第４回 ３月12日実施

2.都道府県個別避難計画推進会議の開催

先導的に取り組んでいる自治体職員をサポーターとして全国の自治体に派遣し、抱えている課題に対し、
助言等を行い作成につなげる。
・62団体実施

3.ピアサポート（サポーター派遣）

内閣府において、事業の成果について自治体、関係団体への更なる普及啓発、情報共有の促進を図る。
・ポータルサイトを開設し、関係通知、取組事例、様式、自治体が実施した研修の記録動画などを掲載

4.普及啓発（内閣府において実施）

出典：内閣府資料

また、モデル団体の取組を基に、作成手順を整理したものを、個別避難計画の作成に取り組む市町
村の担当者や関係者に向けて示し、普及啓発を図った（図表2-4-2）。

	図表2-4-2	 個別避難計画の作成に取り組むみなさまへ（抜粋）

本本人人・・地地域域記記入入のの個個別別避避難難計計画画かからら着着手手すするる場場合合

避難行動要支援者の方が避難するために、事前に決め
ておかないといけない事柄を考えてみましょう。考考ええるる

避難のために事前に決めておかないといけない事柄

をExcelやWord 等で個別避難計画の様式にします。
様様式式をを
つつくくるる

避難行動要支援者名簿に載っている人に個別避難計画
の様式をお届けします。

届届けけるる

返送のあった個別避難計画について、誤記や記載漏れ
などがないか確認します。確確認認①①

記載漏れなどがある場合は、本人（家族）にお電話や
訪問することにより、確認します。確確認認②②

避避難難行行動動要要支支援援者者がが家家族族やや地地域域のの方方のの
支支援援をを得得てて様様式式にに必必要要事事項項をを記記入入しし、、返返送送ししまますす。。

（例３）

必要なことが書かれていることを確認して完成です。
（※本人や避難支援等実施者等と必要な情報を共有します。）

完完 成成

（※マイ・タイムラインなどの内容を参考にして書くことも考えられます。）

※マイ・タイムラインや災害時個別支援計画など
別の取組の様式を活用することも考えられます。

※※裏裏面面（（６６ペペーージジ））はは、、ここのの手手順順でで取取りり組組むむここととににししたた場場合合ななどど、、すすここししくくわわししくく知知りりたたくくななっったたととききににおお読読みみくくだだささいい。。

５

氏氏 名名 坂東 太郎

住住所所又又はは居居所所 ●●町字◆◆23番地

平成●●年●●月●●日

男 女

電電話話番番号号そそのの他他のの
連連絡絡先先

●●●－●●●－1234 聞こえに関して支援して
いただきたいです

ふふりりががなな ばんどう たろう 生生年年月月日日

性性 別別

避避難難行行動動要要支支援援者者

避避難難支支援援等等実実施施者者

避避難難すするるととききにに必必要要なな支支援援のの内内容容

避避難難先先・・避避難難経経路路・・そそのの他他

避避 難難 先先 避避難難経経路路 そそのの他他

自宅（※屋内安全確保の場合）

◆◆公民館（※立退き避難の場合）

自宅→町道●号線を渡る→◆◆公民館

※自宅前に流雪溝があります。
雪が積もっている時季には見えにくいので気を付け
てください。

計計画画情情報報をを避避難難
支支援援等等関関係係者者にに
提提供供すするるここととにに
同同意意ししまますす

✔✔

玄関先に必要なお薬を入れてい
る非常用持ち出し袋を準備して
いるので、忘れず持ち出すよう、

みんなで声かけしてください。

避難支援等実施者本人やその家族等の生命及び身体の安全を守ることが大前提です。

また、個別避難計画は、あくまで避難の円滑化や避難行動への支援の可能性を高めるためのものであり、
避難支援等実施者に対して、避難支援等の結果について 法的な責任や義務を負わせるものではありません。

避難支援等実施者は個人である必要はありません。組織や団体を記載等することも可能です。

個別避難計画に記載等された情報（計画情報）は、

避難支援等の実施に必要な限度で消防や警察等の避難支援等関係者に提供されることとなります。
計画に記載等された情報の一部だけを消防や警察等の避難支援等関係者に提供することも可能です。

提供先では必要以上に共有することがないようにするなど、情報漏洩の防止などの対応に努めています。

（道路をはさみ自宅向かい）

避難経路は災害時にとることが予定される経路を書いてください。

災害の状況によっては、記載のとおり避難できない場合もあります。
その場合は、当日の状況に応じて避難経路や避難先を変更してください。

（（個個別別避避難難計計画画ののイイメメーージジ））

氏氏名名又又はは名名称称

住住所所又又はは居居所所

ででききるるこことと

高齢者等避難などの避難情報の伝達

避難しているかの確認

避難先に一緒に行く

防災 一郎

●●町字◆◆56番地

●●●－●●●－6789

ふふ りり がが なな ぼうさい いちろう

✔✔

その他
※具体的に書いてください

避難先に一緒に行く

計計画画情情報報をを避避難難
支支援援等等関関係係者者にに
提提供供すするるここととにに
同同意意ししまますす

✔✔

（呼集がない場合に限ります）電電話話番番号号そそのの他他のの連連絡絡先先

氏氏名名又又はは名名称称

住住所所又又はは居居所所

ででききるるこことと

福祉 梅子

●●町字◆◆35番地

●●●－●●●－5678

ふふ りり がが なな ふくし うめこ
計計画画情情報報をを避避難難
支支援援等等関関係係者者にに
提提供供すするるここととにに
同同意意ししまますす

✔✔

電電話話番番号号そそのの他他のの連連絡絡先先

高齢者等避難などの避難情報の伝達

避難しているかの確認

避難先に一緒に行く

その他
※具体的に書いてください

✔✔

メールやFAXで、避難しているかを確認

✔✔

●● ●● 町町 個個 別別 避避 難難 計計 画画

災災害害時時のの御御相相談談先先：：●●●●町町●●●●課課●●●●係係 ●●●●●●－－●●●●●●－－●●●●●●●●

1名や１団体でも問題ありません。3以上の場合、欄を増やしたり、欄外や裏面を活用してください。

氏氏名名又又はは名名称称

住住所所又又はは居居所所

ででききるるこことと

◆◆自治会

●●町字◆◆78番地

●●●－●●●－7891

ふふ りり がが なな
計計画画情情報報をを避避難難
支支援援等等関関係係者者にに
提提供供すするるここととにに
同同意意ししまますす

✔✔

電電話話番番号号そそのの他他のの連連絡絡先先

高齢者等避難などの避難情報の伝達

避難しているかの確認

避難先に一緒に行く

その他
※具体的に書いてください

✔✔
✔✔

しかくしかくじちかい

10

個個別別避避難難計計画画のの作作成成にに取取りり組組むむみみななささままへへ

常総市 常総市

富士市 永平寺町

永平寺町永平寺町

訓練に参加する

避難を体験する

避難所に行ってみる

災害や避難、計画づくりを知る

災害や避難、計画づくりを知る

みんなで計画をつくる

内閣府（防災担当）避難生活担当

出典：�内閣府資料�
（https://www.bousai.go.jp/taisaku/hisaisyagyousei/r4kohou.html）
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